
上陸用舟艇母艦

(右上)同 船の前部甲板 (上野喜―郎氏 『船舶百年史』より)
(右)当 時の東京港。左手の2D型 戦標船の向こうはお台場

(筆者撮影)

から

内航貨客船ヘ
文
・
山 田 廼 生 (日本海事史学会副会長)

ときつ丸 (滝口清氏撮影)
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名 船 発 掘 ・日本

Ｍ
型
舟
艇
母
艦
と
し
て
計
画

「と
き

つ
丸
」
は
異
色
の
船
で
あ
る
。
大
平
洋
戦
争

中
、
帝
国
陛
軍
の
Ｍ
型
上
陸
用
舟
艇
母
艦
と
し
て
起

工
。
戦
後
、
貨
客
船
と
し
て
竣
工
し
た
。

た

っ
た
４
年
の
生
涯
だ

っ
た
。
１
９
４
７

（昭
和

２２
）
年
６
月
に
日
立
造
船
の
因
島
工
場
で
完
成
し
、

１
９
５
１

（昭
和
２６
）
年
に
解
体
さ
れ
た
。

前
頁
の
外
形
写
真
は
、
筆
者
の
中
学
校
の
先
輩
滝

田
清
氏
が
単
玉
カ
メ
ラ

（レ
ン
ズ
ー
枚
）
で
撮
影
し

た
も
の
で
あ
る
。
１
９
４
７
年
８
月
の
東
京
港
。
竣

工
２
カ
月
後
で
、
上
構
が
戦
時
塗
装
の
姿
で
あ
る
。

陸
軍
の
Ｍ
型
舟
艇
母
艦
は
、
上
陸
作
戦
用
の
特
殊

輸
送
船
で
あ
る
。
多
数
の
将
兵
と
上
陸
用
舟
艇
を
戦

場

へ
輸
送
す
る
の
が
目
的
の
船
で
あ
る
。
船
体
内
に

長
大
な
舟
艇
甲
板
と
広

い
兵
員
居
住
区
を
設
け
て
お

り
、
船
尾
に
は
舟
艇
の
発
進
口
が
あ

っ
た
。

「と
き

つ
丸
」
の
ば
あ
い
、
舟
艇
２５
隻
を
格
納
で
き

た
。
舟
艇
甲
板
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
煙
路
を
両
舷
に

分
け
た
た
め
、
フ
ェ
リ
ー
に
見
ら
れ
る
並
列
２
本
煙

突
に
な

っ
た
。
敗
戦
の
前
年
に
起
工
さ
れ
た
が
、
進

水
前
に
工
事
は
中
止
と
な

つ
た
。
上
陸
作
戦
の
機
会

が
な
く
な

つ
た
か
ら
で
あ
る
。

貨
客
船
と
し
て
国
内
航
路
に
就
航

戦
後
、
空
襲
で
壊
減
状
態
の
国
内
貨
客
輸
送
を
支

援
す
る
目
的
で
工
事
が
再
開
さ
れ
た
。
貨
客
船
と
し

て
完
成
し
た
の
は
敗
戦
の
２
年
後
で
あ
る
。
日
本
海

運
（株
）
の
所
有
と
な
り
、
船
舶
運
営
会
の
運
航
で
小

樽
～
函
館
～
東
京
～
名
古
屋
～
大
阪
を
結
ん
だ
。
日

本
海
運
は
、
戦
時
中
に
石
原
産
業
海
達
の
海
運
部
門

が
母
体
に
な
り
発
足
し
た
船
会
社
で
あ
る
。

船
客
定
員
は
１
等
５５
人
、
３
等
１
３
４
２
人
。
た

び
た
び
同
船
を
訪
れ
た
滝
田
氏
に
よ
る
と
、
１
等

エ

リ
ア
は
上
構
内
に
あ
り
、
前
方

（操
舵
室
の
下
方
）

に
ダ
イ
エ
ン
グ
サ
ロ
ン
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
。

３
等

エ
リ
ア
は
船
体
内
に
あ
り
、
タ
タ
ミ
敷
き
の
大

部
屋
が
い
く

つ
か
設
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
外
形

写
真
を
見
る
と
、
舷
側
の
白
線
の
上
方
に
舷
窓
が
並

ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
位
置
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

３
等
の
ダ
イ
エ
ン
グ
ル
ー
ム
は
な
か

つ
た
。

と
に
か
く
果
様
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
外
形
で

あ
る
。
長
船
首
楼
甲
板
を
持

つ
ユ
ニ
ー
ク
な
船
体
形

状
も
珍
し
い
。
こ
ん
な
船
が
敗
戦
ま
も
な
い
こ
ろ
、

日
本
沿
岸
を
定
期
航
海
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

就
航
２
カ
月
後
の
上
構
が
戦
時
塗
装
に
な

つ
て
い

る
の
は
、
ベ
ン
キ
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

敗
戦
直
後
の
続
行
船
に
は
、
こ
う

い
う
塗
装
が
し
ば

し
ば
見
ら
れ
た
と
い
う
。
何
色
で
も
塗

っ
て
あ
れ
ば

Ｏ
Ｋ
と
い
う
時
代
で
あ

っ
た
。

中
学
校
が
同
船
の
見
学
会
を
開
催

筆
者
が
中
学
１
年
の
と
き
、
東
京
港
に
停
泊
す
る

「と
き
つ
丸
」
の
見
学
会
が
ク
ラ
ス
で
開
催
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
１
９
４
９

（昭
和
２４
）
年
６
月
。
日

曜
を
利
用
し
た
行
事
で
、
任
意
参
加
だ
っ
た
。

筆
者
の
中
学
校
は
早
稲
田
中
学
。
担
任
は
下
村
敏

行
先
生
で
あ
る
。
長
崎
の
ご
出
身
。
逓
信
省
の
船
舶

検
査
官
の
ご
子
息
で
、
戦
時
中
は
船
舶
将
校
と
し
て

大
阪
商
船
の

「白
竜
丸
」
に
乗

っ
て
い
た
。
船
の
大

好
き
な
先
生
だ

っ
た
。
見
学
会
を
企
画
し
た
の
は
滝

田
氏
。
同
氏
の
友
人
が
船
舶
運
営
会
の
東
京
支
部
長

を
や
つ
て
い
た
関
係
で
、
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

見
学
会
は
午
前
中
に
行
わ
れ
た
。
田
町
駅
に
集
合
。

下
村
先
生
と
滝
田
氏
の
引
率
の
も
と
、
生
徒
約
２０
人

が
参
加
し
、
通
船
に
乗

っ
て
沖
が
か
り
の

「と
き

つ

丸
」
を
訪
問
し
た
。
東
京
か
ら
北
海
道

へ
北
上
す
る

便
の
寄
港
時
だ

っ
た
。
残
念
な
が
ら
筆
者
は
、
こ
の

見
学
会
に
参
加
し
て
い
な
い
。
以
下
は
、
滝
口
氏
か

ら
聞
い
た
当
日
の
様
子
で
あ
る
。

最
初
に
１
等
ダ
イ

エ
ン
グ
サ
ロ
ン
に
案
内
さ
れ
、

船
長
か
ら

「と
き
つ
丸
」
の
紹
介
が
あ

っ
た
。
フ
イ

リ
ピ
ン
上
陸
作
戦
の
た
め
に
建
造
が
計
画
さ
れ
た
が
、

工
事
中
に
日
本
の
敗
色
が
濃
く
な
り
、
中
止
と
な

っ

た
こ
と
な
ど
、
前
述
の
船
歴
が
披
露
さ
れ
た
。

そ
の
あ
と
乗
組
員
の
案
内
で
見
学
に
移

っ
た
が
、

と
に
か
く
船
内
が
広
い
こ
と
に
驚
い
た
ら
し
い
。
乗

客
は
名
古
屋
か
ら
の
修
学
旅
行
の
中
学
生
が
５０
人
ほ

ど
だ

っ
た
と
い
う
。
乗
容
が
少
な
い
の
で
、
そ
れ
で

な
く
て
も
だ
だ

つ
広

い
３
等
の
大
部
屋
が
、
ま
す
ま

す
広
く
感
じ
ら
れ
た
そ
う
だ
。

あ
れ
か
ら
６５
年
。
「と
き

つ
丸
」
が
解
体
さ
れ
た
の

は
前
述
の
よ
う
に
１
９
５
１
年
。
解
体
地
は
呉
と
の

こ
と
だ
。
下
村
先
生
も
滝
田
氏
も
他
界
さ
れ
た
。
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